
令和３年度
学校の教育目標を踏まえた学力向上の重点目標 学力向上検討委員会構成

内町小学校
「学力向上実行プラン」 主体的・対話的に学び，たくましく生きる子どもの育成 学力向上推進員 委員 教務主任： 岡田 晶子 校長

研修主任： 髙瀬 朋子
ー互いに認め合い，磨き合い，高め合う授業の工夫ー 八島 桂子 低学年担当： 宮内 隆好

（中学年担当） 高学年担当： 山田 裕也 三屋田 朗広

【各校の取組状況の把握について】
◎次の（１）～（３）をバランスよく取り組み，学力の向上を推進

校内研修，管理職による授業参観，教員間での情報交換等，様々な機会を捉え，取組状況の把握を行う。
（１）知識・技能の習得

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○学習内容を概ね理解し，基礎・基本 ・基礎的・基本的な知識・技能を身に付 ・ ICT やフラッシュカード，ワークシートなど
の力は身に付いてきている。約９０％の け，それらを相互に関連づけて理解を深 の効果的な活用
児童が，授業がよく分かると思ってい めたり，他の学習の場面で活用したりす ・小テストや反復学習
る。 ることができる。 ・前時や前年度までの既習内容の振り返り
●学力の二極化，長文を読み取り，条 ・学習内容の系統性を意識した指導計画
件に合うように知識等を関連付けること ・ノートの継続的な活用
に課題がある。 ・個に応じた支援の工夫

（２）思考力・判断力・表現力等の育成

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○人の話をよく聞き，自分の考えを根 ・自ら課題を設定し，学んだことをもとに ・自分の考えを持てる時間の確保
拠や理由を意識して話そうとしている。 解決策を考え，その考えを進んで伝え合 ・タブレットや付箋，ホワイトボード等の効果
●自分の考えを発表することに自信の うことができる。 的な活用
ない児童がいる。また，コロナ禍による ・グループや少人数による児童相互の意見
授業形態の制限や学校行事の中止な を伝え合う場の設定
どにより，自分の思いや考えを表現す ・児童の発言や発表に関連した発問
る機会が減った。 ・友達の意見との比較

（３）主体的に学習に取り組む態度の育成

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○授業や家庭学習に真面目に取り組 ・自分の学びについて自己分析し，自己 ・振り返りの視点を示す。
み，読書への関心も高まってきた。 修正したり，今後の学習内容や学習方 ・めあてと振り返りにより，自分の学びを確
●自分の学力や学習状況を客観的に 法の改善に生かすことができる。 かめ，今後の学習への見通しをもたせる。
捉え，課題克服に向けての取り組みが ・読書の楽しさや意義を実感し，進んで ・お薦めの本の紹介
まだ十分できていない。 本を読むことができる。 ・読書の楽しさや読後の感想の伝え合い

・読書賞，学級文庫の入れ替え
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